
 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

ディペンダビリティ（総合信頼性）用語 

JIS Z 8115：2019 
 

（JSA） 

 

 

 

平 成 31 年 3 月 20 日  改 正

日本工業標準調査会 審議

（日本規格協会 発行）



 

Z 8115：2019  

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。 

_____________________________________________________
 

主 務 大 臣：経済産業大臣  制定：昭和 45.10.1  改正：平成 31.3.20 

官 報 公 示：平成 31.3.20 

原 案 作 成 者：一般財団法人日本規格協会 

（〒108-0073 東京都港区三田 3-13-12 三田 MT ビル TEL 03-4231-8530） 

審 議 部 会：日本工業標準調査会 標準第二部会（部会長 大崎 博之） 

 この規格についての意見又は質問は，上記原案作成者又は経済産業省産業技術環境局 国際電気標準課（〒100-8901 
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 なお，日本工業規格は，工業標準化法第 15 条の規定によって，少なくとも 5 年を経過する日までに日本工業標準調査
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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人日本

規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準

調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格である。これによって，JIS Z 8115:2000 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 Z 8115：2019 
 

ディペンダビリティ（総合信頼性）用語 

Glossary of terms used in dependability 

 
序文 

この規格は，2015 年に第 1 版として発行された IEC 60050-192 及び Amendment 1:2016 を基に，技術的

内容を変更することなく作成した日本工業規格であるが，我が国の現状を鑑み，対応国際規格には規定さ

れていない用語（信頼性データ解析，ディペンダビリティマネジメントなど）を日本工業規格として追加

している。ただし，追補（amendment）については，編集し，一体とした。また，前版より引き継いだ用

語など対応国際規格には規定していない用語についても日本工業規格として追加している。追加した独自

の用語の分類は，分類番号に“J”を付けた（例えば，192J-01-101）。さらに，附属書 JA～附属書 JI は，

対応国際規格にはない事項である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧にその説明を付けて，附属書 JJ に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，信頼性，保全性及び安全性の分野に用いるディペンダビリティに関する主な用語及び定義

について規定する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 60050-192:2015， International Electrotechnical Vocabulary－Part 192: Dependability 及び

Amendment 1:2016（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

この規格には，引用規格はない。 

 

3 分類 

ディペンダビリティ（総合信頼性）用語の分類は，次による。 

a) 192-01，192J-01：基本概念（Basic concepts） 

b) 192-02，192J-02：状態及び時間（States and times） 

c) 192-03，192J-03：故障（Reliability related concepts: failures） 

d) 192-04，192J-04：フォールト（Reliability related concepts: faults） 

e) 192-05，192J-05：信頼性性能（Reliability related concepts: measures） 

f) 192-06，192J-06：保全及び保全支援（概念）（Maintenance and maintenance support related concepts） 


